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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
日
本
異
次
元
戦
記
～
大
日
本
栄
光
～

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
８
０
２
５
Ｙ

【
作
者
名
】

　
戦
艦
空
母
　
大
八
洲

【
あ
ら
す
じ
】

　
も
し
日
本
が
資
源
大
国
で
技
術
大
国
だ
っ
た
ら
・
・
・
・
も
し
世
界
よ
り
も

先
に
弩
級
戦
艦
や
戦
車
・
戦
闘
機
を
作
れ
た
ら
・
・
・
・
も
し
永
遠
に
生
き
ら

れ
た
ら
こ
の
帝
国
は
ど
う
な
る
の
か
？
そ
ん
な
感
じ
に
異
次
元
に
位
置
す
る
わ

け
で
は
な
い
が
「
も
し
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ら
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
と
言
う
小
説
で
す
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序
章

も
し
日
本
が
資
源
大
国
だ
っ
た
ら
・
・
・
・

１
８
９
０
年
１
２
月
佐
渡
島
に
お
い
て
大
油
田
が
発
掘
さ
れ
る
こ
の
大
油
田
は

今
で
言
う
中
東
油
田
の
１
，
７
倍
広
さ
は
大
日
本
帝
国
を
覆
う
ほ
ど
で
あ
る
こ

の
明
治
の
後
半
で
は
そ
こ
ま
で
石
油
を
使
う
こ
と
は
な
か
っ
た

１
８
９
３
年
３
月
北
海
道
十
勝
山
脈
こ
こ
で
も
大
鉄
脈
が
発
見
さ
れ
た
こ
こ
の

鉄
の
量
は
中
国
に
あ
る
鉄
の
４
，
８
９
倍
だ
更
に
こ
こ
に
は
今
で
言
う
レ
ア
メ

タ
ル
が
世
界
の
４
分
の
２
ほ
ど
埋
ま
っ
て
る
の
で
あ
る

こ
の
二
つ
に
よ
っ
て
大
日
本
帝
国
は
大
資
源
帝
国
と
な
っ
た

１
８
９
４
年
２
月
日
本
は
欧
州
で
開
発
が
始
ま
っ
た
航
空
機
が
完
成
さ
せ
た
こ

れ
に
よ
り
日
本
の
歴
史
は
変
わ
っ
た
・
・
・
・

１
８
９
４
年
３
月
私
は
２
０
に
な
っ
た
私
の
名
前
は
佐
久
間
春
繁
、
最
初
は
何

も
異
変
が
な
か
っ
た
だ
が
し
か
し
今
後
な
ぜ
か
歳
を
と
っ
て
も
顔
も
体
力
も
衰

え
な
い
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
振
り
回
さ
れ
る
・
・
・

１
８
９
６
年
４
月
日
本
は
世
界
に
先
駆
け
戦
車
を
軍
事
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に

成
功
そ
れ
と
同
時
に
３
９
ｃ
ｍ
弩
級
戦
艦
を
作
り
出
す
そ
の
名
も
《
駿
河
》
こ

の
戦
艦
は
３
９
ｃ
ｍ
砲
１
２
門
に
加
え
戦
艦
で
初
の
航
空
戦
力
に
対
す
る
対
応

兵
器
対
空
機
銃
を
配
置
し
て
い
る

１
８
９
７
年
４
月
こ
の
日
私
は
大
切
な
日
を
迎
え
る
・
・
・
・
・
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第
二
話
　
佐
久
間
財
閥
（
前
書
き
）

主
人
公

佐
久
間
繁
延
　
２
５
歳

佐
久
間
財
閥
の
若
旦
那
で
日
本
帝
国
陸
海
軍
か
ら
特
別
に
ど
ち
ら
か
ら
も
少
将

の
勲
功
を
頂
い
て
い
る
［
エ
リ
ー
ト
で
す
］

佐
久
間
財
閥

初
代
佐
久
間
郷
廈
が
呉
服
屋
と
し
て
開
業
、
旧
越
後
を
中
心
に
呉
服
を
売
っ
て

い
た
。
二
代
目
佐
久
間
卓
馬
は
、
呉
服
店
と
し
て
初
の
天
皇
家
直
属
の
店
と
な

り
。
三
代
目
の
繁
延
の
代
に
佐
渡
に
て
大
油
田
を
発
見
そ
の
後
佐
渡
の
油
田
を

財
布
に
北
海
道
に
て
鉱
脈
を
発
見
今
で
は
総
合
商
社
と
し
て
活
躍
。

主
に
佐
久
間
造
船
・
佐
久
間
重
工
・
佐
久
間
製
薬
・
横
須
賀
蒸
気
・
北
陸
鉄
道
・

北
海
道
銀
行
・
佐
久
間
銀
行
・
佐
藤
保
険
を
中
心
の
グ
ル
ー
プ
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第
二
話
　
佐
久
間
財
閥

私
は
、
佐
久
間
財
閥
の
社
長
兼
会
長
佐
久
間
繁
延
だ
。
私
は
大
油
田
と
大
鉱
脈

で
日
本
の
経
済
の
殆
ど
を
支
え
て
い
る
、
も
ち
ろ
ん
戦
艦
・
空
母
・
船
・
戦
闘

機
・
戦
車
・
車
も
だ
こ
の
私
に
か
か
れ
ば
技
術
だ
っ
て
世
界
最
高
レ
ベ
ル
ま
で

行
け
る
。

さ
て
本
題
に
入
ろ
う
佐
渡
で
油
田
整
備
を
し
て
い
た
と
き
突
然
雲
が
立
ち
込
め

た
こ
の
雲
は
な
ん
な
の
か
と
思
っ
て
い
た
が
山
の
方
で
何
か
が
光
っ
た
そ
れ
を

見
つ
け
る
た
め
私
は
番
頭
の
勝
俣
佐
吉
を
向
か
わ
せ
た
そ
う
す
る
と
光
っ
て
い

る
洞
窟
を
見
つ
け
た
そ
れ
で
そ
の
洞
窟
ま
で
の
道
を
作
ら
せ
私
が
洞
窟
に
向
か

う
途
中
見
知
ら
ぬ
顔
の
博
士
ら
し
き
も
の
に
あ
っ
た

「
貴
様
は
誰
だ
！
！
」

「
私
は
日
本
帝
国
東
京
大
学
の
真
田
繁
と
申
し
ま
す
。
で
こ
こ
は
ど
こ
で
す
か

？
」

「
わ
し
は
佐
久
間
財
閥
社
長
佐
久
間
繁
延
だ
。
こ
こ
は
佐
渡
だ
が
？
」

「
い
や
私
の
知
っ
て
る
佐
渡
で
は
な
い
の
で
・
・
・
」

「
な
ん
じ
ゃ
？
違
う
佐
渡
？
で
は
お
主
ら
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
だ
？
」

「
２
０
１
５
年
日
本
帝
国
新
潟
県
佐
渡
市
か
ら
で
す
・
・
・
」

「
２
０
１
５
年
！
！
今
は
１
８
９
７
年
だ
が
？
で
は
な
ぜ
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
？
」

「
考
え
ら
れ
る
の
は
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
も
し
く
は
異
次
元
ホ
ー
ル
に
で
も
つ
な

が
っ
た
の
で
し
ょ
う
・
・
・
」

「
そ
う
か
・
・
・
分
か
っ
た
と
に
か
く
分
か
る
ま
で
こ
こ
の
ホ
テ
ル
に
で
も
泊

ま
る
が
い
い
！
！
」

と
い
う
こ
と
で
真
田
教
授
は
佐
渡
の
佐
久
間
佐
渡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ

た
。
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第
三
話
　
技
術
大
進
歩
（
前
書
き
）

あ
ら
す
じ
は

 
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｎ
ｃ
ｏ
ｄ
ｅ
．
ｓ
ｙ
ｏ
ｓ
ｅ
ｔ
ｕ
．
ｃ
ｏ
ｍ
／
ｎ
３
７
８

８
ｙ
／
１
０
／

こ
ち
ら
で
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第
三
話
　
技
術
大
進
歩

協
定
に
よ
り
受
け
取
っ
た
大
日
本
帝
国
技
術
の
大
進
を
し
た
。
現
在
大
日
本
帝

国
に
あ
る
技
術
と
兵
器
（
１
８
９
７
）

聖
徳
級
原
子
力
戦
艦
↓
大
和
級
原
子
力
戦
艦
　
１
０
隻

秋
津
洲
級
原
子
力
戦
艦
↓
長
門
級
原
子
力
戦
艦
　
２
０
隻

徳
川
級
原
子
力
空
母
↓
富
士
級
原
子
力
空
母
　
１
０
隻

織
田
級
原
子
力
空
母
↓
天
城
級
原
子
力
空
母
　
２
０
隻

雲
龍
級
一
般
空
母
↓
大
改
造
↓
雲
龍
級
原
子
力
空
母
　
３
０
隻

陣
風
型
艦
載
ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機
↓
零
式
艦
上
戦
闘
機
　
７
０
０
０
機

大
隅
級
原
子
力
イ
ー
ジ
ス
駆
逐
艦
↓
屋
島
級
原
子
力
イ
ー
ジ
ス
駆
逐
艦
　
３
０

０
隻

長
瀬
型
原
子
力
潜
水
艦
↓
水
瀬
級
原
子
力
潜
水
艦
　
２
０
０
隻

新
艦
艇

片
瀬
級
原
子
力
武
装
輸
送
艦
　
１
０
０
隻

一
般
ロ
ケ
ッ
ト
１
０
０
基

戦
略
弾
道
ミ
サ
イ
ル
２
０
基
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ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
霞
・
楓
・
輝
夜
・
織
姫
・
彦
星
　

更
に
ネ
ッ
ト
（
一
般
使
用
そ
の
他

）
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第
四
話
　
１
８
９
７
～
１
８
９
８
，
８

９
月
┃
┃
┃
┃

近
代
日
本
か
ら
も
ら
っ
た
兵
器
を
私
た
ち
は
作
り
始
め
た
そ
の
時
は
駿
河
級
と

同
時
に
造
船
を
開
始
し
た
そ
れ
と
同
時
に
ジ
ェ
ッ
ト
航
空
機
・
レ
シ
プ
ロ
機
の

生
産
・
空
母
の
生
産
・
レ
ー
ダ
ー
の
開
発
・
衛
生
の
生
産
兼
ロ
ケ
ッ
ト
の
生
産
・

ネ
ッ
ト
、
テ
レ
ビ
、
電
話
、
を
開
発
・
ソ
ナ
ー
な
ど
の
開
発
を
開
始
し
た
。
そ

れ
と
同
時
に
、
近
代
日
本
か
ら
も
ら
っ
た
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
く
ら
い
の
陸

海
空
の
兵
器
の
設
計
図
を
も
ら
っ
た
の
で
生
産
を
開
始
し
た
。

１
０
月
┃
┃
┃
┃

日
独
伊
の
首
相
が
東
京
に
て
密
会
こ
の
密
会
に
よ
り
日
独
伊
三
国
同
盟
を
４
０

年
近
く
早
く
同
盟
を
行
な
っ
た
。
こ
の
同
盟
の
内
容
は
、
こ
の
三
国
の
ど
こ
か

が
攻
め
込
ま
れ
た
り
戦
争
を
行
う
と
き
は
、
中
立
も
し
く
は
、
参
戦
を
行
う
と

言
う
こ
と
だ
っ
た
。

第
一
次
日
中
戦
争
を
開
戦
し
た
。

１
１
月
┃
┃
┃
┃

日
独
伊
三
国
同
盟
に
よ
り
伊
独
軍
は
中
国
に
宣
戦
布
告

１
２
月
┃
┃
┃
┃

ド
イ
ツ
租
借
地
青
島
が
陥
落
そ
し
て
、
中
独
単
独
講
話
を
、
行
な
っ
た
。
そ
れ

に
乗
じ
イ
タ
リ
ア
は
、
中
立
を
宣
言
、
更
に
英
露
仏
和
が
、
日
本
に
宣
戦
布
告
。

中
国
領
青
島
・
北
京
・
上
海
・
福
建
を
日
本
が
占
領
。

１
８
９
８
年

１
月
┃
┃
┃
┃

日
本
が
英
租
借
地
香
港
そ
の
他
を
日
本
が
占
領
。
佐
久
間
財
閥
戦
闘
援
護
軍
と

日
本
軍
が
南
京
を
、
包
囲
す
る
。
仏
軍
が
南
中
国
に
、
軍
を
進
め
る
も
反
撃
さ

れ
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
を
占
領
し
た
。

２
月
┃
┃
┃
┃

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
、
日
英
仏
中
露
に
中
立
を
宣
言
し
た
後
、
仲
裁
に
入
る
か

ら
講
話
せ
よ
と
申
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
日
英
露
中
は
、
交
戦
論
の
も
と
こ
れ
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を
拒
否
、
フ
ラ
ン
ス
は
ア
メ
リ
カ
の
申
出
通
り
日
仏
講
和
条
約
を
締
結
。
そ
の

後
ロ
シ
ア
に
進
行
開
始
。

３
月
┃
┃
┃
┃

日
本
軍
は
ロ
シ
ア
帝
国
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
を
占
領
、
中
国
全
土
を
制
圧
し
、
南
は

イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
、
西
は
チ
ベ
ッ
ト
国
境
、
東
は
グ
ア
ム
、
北
は
イ
ル
ク
ー
ツ

ク
に
な
っ
た
。

４
月
┃
┃
┃
┃

世
界
を
震
撼
さ
せ
た
。
ロ
シ
ア
が
日
本
に
完
全
敗
北
を
認
め
、
中
央
シ
ベ
リ
ア

の
半
分
ま
で
領
地
を
差
し
出
す
こ
と
を
決
定
す
る
。

５
月
┃
┃
┃
┃

フ
ラ
ン
ス
は
、
日
本
と
無
条
件
講
話
条
約
を
決
定
す
る
。

イ
ギ
リ
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
は
臨
戦
態
勢
を
整
え
、
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
に
上
陸
開
始
。

ド
イ
ツ
は
日
独
領
地
交
換
条
約
を
締
結
、
香
港
と
南
洋
諸
島
の
交
換
。

日
英
和
停
戦
協
定
を
帝
都
東
京
に
て
、
締
結
協
定
調
整
開
始
。

６
月
┃
┃
┃
┃

ド
イ
ツ
に
て
６
月
革
命
発
生
帝
政
と
共
産
主
義
者
の
戦
い
が
始
ま
っ
た
。

ロ
シ
ア
に
て
帝
政
が
崩
壊
こ
れ
を
《
６
月
の
転
覆
》
と
名
ず
け
る
。
こ
の
結
果

共
産
主
義
の
国
家
の
宗
主
国
『
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
連
邦
共
和
国
』
が
誕
生
。

６
月
後
半
に
ソ
連
軍
が
軍
備
開
始
ソ
連
国
境
に
大
量
に
兵
が
い
る
よ
う
で
す
。

７
月
┃
┃
┃
┃

日
本
が
ソ
連
国
境
に
兵
を
配
置
約
２
６
０
万
人
ま
で
に
な
る
。

日
英
和
完
全
終
戦
協
定
に
調
印
に
決
定
。
こ
れ
を
《
東
京
講
和
条
約
》

東
京
講
和
条
約

１
，
日
本
は
今
ま
で
手
に
し
た
領
は
日
本
領
と
す
る

２
，
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
を
日
本
に
割
譲

３
，
１
９
０
０
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
は
ア
ジ
ア
地
域
を
オ
ラ
ン
ダ
は
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
地
域
を
独
立
さ
せ
る
。
そ
れ
が
実
行
さ
れ
な
い
時
は
日
本
軍
が
進
駐
す
る
。

４
，
日
本
は
資
源
を
他
国
よ
り
も
一
割
安
く
提
供
す
る

８
月
┃
┃
┃
┃
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ド
イ
ツ
に
て
革
命
が
成
功
こ
れ
に
よ
り
ド
イ
ツ
は
共
産
国
家
と
な
っ
た
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第
五
話
　
大
日
本
軍

１
８
９
８
年
私
は
日
本
陸
軍
の
観
閲
式
が
行
わ
れ
る
帝
都
に
近
い
富
士
演
習
場

に
来
た
。
こ
の
年
の
観
兵
式
は
世
界
初
の
戦
闘
機
、
９
７
式
戦
闘
機
・
爆
撃
機
、

９
７
式
戦
略
爆
撃
機
（
我
佐
久
間
重
工
が
作
っ
た
）
の
お
披
露
目
の
日
更
に
９

７
式
小
銃
・
９
７
式
戦
車
の
初
一
般
公
開
に
な
る
。
こ
の
時
代
な
の
に
装
甲
車
・

ジ
ー
プ
と
様
々
な
も
の
が
出
る
の
で
各
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
、
こ
の
日
は
、

英
国
皇
室
や
米
大
統
領
夫
妻
、
欧
州
各
王
室
、
ロ
ー
マ
法
王
ま
で
も
来
る
大
々

的
な
も
の
と
な
る
。
こ
れ
と
同
時
に
海
上
に
は
各
国
の
軍
艦
と
共
に
、
後
日
行

わ
れ
る
観
艦
式
に
出
る
艦
も
大
量
に
い
る
。

観
兵
式
～

　　
～
♪
抜
刀
隊
　
陸
軍
分
列
行
進
曲
♪
～

「
ま
ず
入
場
し
て
く
る
の
は
！
！
陸
軍
が
誇
る
第
一
師
団
普
通
科
連
隊
で
す
。
」

「
連
隊
長
は
、
山
岡
大
佐
！
！
」

「
続
い
て
は
、
近
衛
自
動
車
化
第
一
師
団
ジ
ー
プ
連
隊
で
す
。
連
隊
長
は
、
大

村
中
佐
！
！
」

す
る
と
英
和
王
が
つ
ぶ
や
く

「
我
ら
は
こ
ん
な
軍
と
戦
っ
て
い
た
の
か
・
・
・
・
な
ら
負
け
る
の
は
当
然
だ
」

「
で
す
ね
こ
ん
な
国
に
勝
と
う
と
し
て
い
る
の
が
お
か
し
い
」

そ
う
つ
ぶ
や
く
と

ド
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ン

「
右
手
に
見
え
ま
す
は
、
新
兵
器
９
７
式
戦
車
で
す
。
９
７
式
戦
車
中
隊
、
中

隊
長
村
田
少
佐
！
！
」

「
頭
上
を
ご
覧
く
だ
さ
い
！
！
」

ブ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ン

「
な
ん
だ
こ
の
音
は
？
」
が
や
・
・
が
や
…

「
右
手
か
ら
侵
入
し
て
き
た
戦
闘
機
は
９
７
式
戦
闘
機
で
す
。
９
７
式
戦
闘
機
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編
隊
長
霧
島
大
尉
」

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
観
兵
式
は
終
わ
っ
た
。

三
日
後
～

観
艦
式

こ
の
観
艦
式
に
は
、
日
本
海
軍
の
軍
艦
と
英
米
仏
和
伊
の
軍
艦
２
隻
づ
つ
参
加

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

参
加
艦

駿
河
級
戦
艦
１
０
隻
『
駿
河
』
『
甲
斐
』
『
遠
江
』
『
伊
豆
』
『
足
柄
』
『
三

河
』
『
尾
張
』
『
信
濃
』
『
美
濃
』
『
飛
騨
』

大
鳳
級
空
母
５
隻
　
『
大
鳳
』
『
炎
鳳
』
『
零
鳳
』
『
冠
鳳
』
『
大
龍
』

桜
型
駆
逐
艦
３
０
隻
・
イ
１
型
潜
水
艦
３
０
隻
・
艦
上
戦
闘
機
８
８
式
戦
闘
機

１
０
０
機

　
～
♪
軍
艦
行
進
曲
♪
～

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

日
本
軍
は
こ
の
観
艦
式
観
兵
式
に
よ
っ
て
日
本
が
軍
事
大
国
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
知
ら
し
め
た
。
こ
れ
に
よ
り
欧
州
は
ア
ジ
ア
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
。

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

大
日
本
帝
国
は
産
め
よ
育
て
よ
の
政
策
を
と
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
大
国
へ
の
道

を
歩
ん
で
い
っ
た
。
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欧
州
統
一
戦
争
　
?

１
８
９
９
年
３
月
い
き
な
り
の
出
来
事
だ
っ
た
欧
州
が
戦
争
に
な
っ
た
と
、
欧

州
で
は
も
う
ド
イ
ツ
ま
で
共
産
化
し
て
、
も
う
王
族
の
時
代
が
終
わ
り
を
告
げ

よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
立
ち
向
か
お
う
と
旧
ド
イ
ツ
王
家
と
ス
ペ
イ
ン
王

国
、
イ
タ
リ
ア
王
国
、
イ
ギ
リ
ス
王
国
が
連
合
王
国
を
建
国
そ
の
名
も
『
ゲ
ル

マ
ン
・
ラ
テ
ン
帝
国
』
逆
に
フ
ラ
ン
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
・
ベ
ル
ギ
ー
・
ル
ク
セ
ン

ブ
ル
ク
が
統
一
王
朝
『
ラ
・
ベ
ル
ク
王
朝
』
を
設
立
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
ド

イ
ツ
ソ
連
が
合
体
し
『
ア
ー
リ
ア
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
』
を
樹
立
し
た
。

こ
こ
に
大
欧
州
戦
争
開
戦
し
た
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欧
州
統
一
戦
争
?

９
月
┃
┃
┃
┃

ア
ー
リ
ア
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
は
、
ギ
リ
シ
ャ
帝
国
に
宣
戦
布
告

ソ
連
軍
が
ギ
リ
シ
ャ
帝
国
に
侵
入
お
よ
そ
２
１
日
で
旧
ブ
ル
ガ
リ
ア
国
境
ま
で

到
達
、
そ
れ
に
対
し
て
ギ
リ
シ
ャ
帝
国
は
フ
ラ
ン
ツ
軍
に
援
軍
を
要
請
。
そ
の

三
日
後
そ
の
要
請
を
許
可
し
フ
ラ
ン
ツ
軍
第
４
軍
を
、
旧
ル
ー
マ
ニ
ア
に
進
駐

そ
れ
と
同
時
に
、
ソ
連
に
宣
戦
布
告
。

１
０
日
後
ギ
リ
シ
ャ
帝
国
軍
本
国
ギ
リ
シ
ャ
ま
で
撤
退
こ
れ
に
よ
り
ソ
連
軍
は

フ
ラ
ン
ツ
軍
を
追
撃
、
バ
ル
カ
ン
半
島
に
あ
る
フ
ラ
ン
ツ
領
を
占
領
。
そ
れ
に

よ
り
ソ
仏
講
和
条
約
を
締
結
。

ソ
仏
講
和
条
約

１
，
フ
ラ
ン
ツ
領
ド
イ
ツ
の
割
譲

２
，
バ
ル
カ
ン
半
島
に
お
け
る
領
地
を
一
切
ソ
連
に
譲
渡
す
る

３
，
ポ
ル
ト
ガ
ル
を
ソ
連
に
譲
渡
す
る
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ゲ
ル
マ
ン
・
フ
ラ
ン
ツ
戦
争

ソ
仏
講
和
条
約
に
、
ゲ
ル
マ
ン
・
ラ
テ
ン
帝
国
が
安
全
保
障
上
危
険
だ
と
抗
議

し
た
こ
と
が
原
因
で
起
こ
っ
た
戦
争
で
あ
る
。

１
２
月
１
８
日
ゲ
ル
マ
ン
国
が
宣
戦
布
告
こ
れ
に
よ
り
フ
ラ
ン
ツ
軍
は
ソ
連
に

援
軍
要
請
す
る
も
こ
れ
を
拒
否
こ
れ
に
よ
り
ゲ
ル
マ
ン
軍
が
ス
イ
ス
統
一
に
か

か
る
。

そ
れ
に
対
し
て
フ
ラ
ン
ツ
軍
は
ス
ペ
イ
ン
に
進
行
す
る
。
そ
れ
に
加
え
て
ア
メ

リ
カ
が
フ
ラ
ン
ツ
側
と
し
て
参
戦
を
決
定
、
そ
れ
に
よ
り
大
日
本
帝
国
は
、
ゲ

ル
マ
ン
を
支
援
決
定
す
る
。

フ
ラ
ン
ツ
軍
は
ス
イ
ス
防
衛
の
た
め
２
０
万
ス
ペ
イ
ン
攻
略
の
た
め
２
９
万
イ

ギ
リ
ス
上
陸
の
た
め
３
８
万
の
軍
を
用
意
し
た
。

そ
れ
に
対
し
て
ゲ
ル
マ
ン
軍
は
ス
イ
ス
・
イ
タ
リ
ア
方
面
軍
３
０
万
ス
ペ
イ
ン

防
衛
軍
２
０
万
フ
ラ
ン
ス
上
陸
軍
４
０
万
に
な
っ
て
い
る
。
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１
８
９
９
，
１
２
，
～
１
９
０
０

１
２
月
┃
┃
┃
┃
１
８
９
９

ゲ
ル
マ
ン
フ
ラ
ン
ツ
戦
争
開
戦
。
そ
れ
と
同
時
に
大
日
本
帝
国
は
戦
時
法
と
、

武
器
貸
与
法
、
資
金
借
款
法
を
制
定
、
そ
れ
に
よ
り
ゲ
ル
マ
ン
軍
が
有
利
に
な

る
。

２
３
日
ゲ
ル
マ
ン
軍
が
ス
イ
ス
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
を
占
領
こ
れ
に
よ
り
ス
イ
ス
を
統

一
。

１
月
┃
┃
┃
┃
１
９
０
０

ソ
連
が
中
立
を
宣
言
す
る
。

仏
米
軍
事
条
約
を
締
結
、
こ
れ
に
よ
り
フ
ラ
ン
ツ
軍
に
弾
薬
な
ど
補
給
が
早
く

な
っ
た
。
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
軍
と
ソ
連
軍
が
戦
争
開
始
そ
の
名
前
を
『
冬
戦
争
』

と
す
る
。

フ
ラ
ン
ツ
軍
が
３
年
間
の
徴
兵
制
に
変
換
そ
れ
と
同
時
に
予
備
役
動
員
を
決
定

す
る
。

２
月
┃
┃
┃
┃

フ
ラ
ン
ツ
軍
が
ス
ペ
イ
ン
に
侵
攻
一
時
は
マ
ド
リ
ッ
ド
ま
で
近
づ
く
も
ゲ
ル
マ

ン
軍
の
応
戦
に
よ
り
壊
滅
、
２
０
万
の
内
４
万
が
戦
死
。

予
備
役
を
動
員
を
し
た
フ
ラ
ン
ツ
軍
は
本
土
防
衛
に
切
り
替
え
を
決
定
、
総
勢

１
０
０
万
で
本
土
を
防
衛
を
宣
言
、
実
質
兵
力
４
０
０
万
を
超
え
る
の
こ
と
。

日
米
中
立
基
本
条
約
を
締
結
。

３
月
┃
┃
┃
┃

フ
ラ
ン
ツ
軍
が
ゲ
ル
マ
ン
軍
に
降
伏
、
実
質
兵
力
が
３
０
０
万
を
超
え
る
。
こ

れ
に
よ
り
ソ
連
軍
が
ゲ
ル
マ
ン
国
境
に
兵
力
を
集
中
さ
せ
る
。

佐
久
間
財
閥
が
東
京
～
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
間
の
新
幹
線
『
亜
細
亜
』
を
開
通
そ
れ

と
同
時
に
、
ア
ジ
ア
横
断
鉄
道
（
札
幌
～
カ
イ
ロ
）
を
開
通
。

ゲ
ル
マ
ン
軍
が
フ
ラ
ン
ツ
軍
残
党
を
兵
力
に
加
え
ソ
連
と
の
戦
闘
に
備
え
る

４
月
┃
┃
┃
┃

ソ
連
が
ト
ル
コ
と
同
盟
、
こ
れ
に
よ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
、
ゲ
ル
マ
ン
が
孤
立
し
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た
。

日
本
で
無
線
放
送
（
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
）
を
開
始
、
そ
れ
と
同
時
に
衛
星
電

話
も
完
成

５
月
┃
┃
┃
┃

ゲ
ル
マ
ン
ソ
連
戦
争
開
戦
、
ゲ
ル
マ
ン
軍
は
ド
イ
ツ
開
放
を
目
的
に
宣
戦
布
告
。

日
ソ
戦
争
を
開
戦
。

大
日
本
海
軍
が
パ
ナ
マ
運
河
を
閉
鎖
そ
れ
と
同
時
に
大
日
本
揚
陸
軍
が
南
米
に

上
陸
、
日
南
戦
争
開
戦
。

６
月
┃
┃
┃
┃

大
日
本
軍
が
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
チ
リ
な
ど
を
併
合
、
南
米
各
国
と

日
本
は
ブ
ラ
ジ
ル
に
て
講
和
条
約
こ
れ
に
よ
り
『
日
本
連
邦
』
を
建
国
。

ゲ
ル
マ
ン
ラ
テ
ン
帝
国
は
ア
メ
リ
カ
に
宣
戦
布
告
、
そ
れ
と
同
時
に
、
日
本
と

共
に
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
連
合
王
国
に
宣
戦
布
告
。

７
月
┃
┃
┃
┃

大
日
本
帝
国
は
ソ
連
首
都
モ
ス
ク
ワ
を
占
領
、
ソ
連
を
日
本
連
邦
に
編
入
。

８
月
┃
┃
┃
┃

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
連
合
王
国
が
、
日
本
連
邦
に
編
入
要
求
を
容
認
。

９
月
┃
┃
┃
┃

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
降
伏
日
本
連
邦
に
編
入
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地
球
連
邦

我
が
国
は
、
こ
の
地
球
を
統
一
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
や
は
り
『
大
宇
宙
』
だ
。

１
９
０
２
年
１
月
１
日
┃
┃
┃
┃

「
我
ら
、
大
日
本
帝
国
は
こ
の
世
界
を
統
一
し
た
、
今
こ
そ
我
ら
臣
民
は
、
こ

の
地
球
の
浮
か
ぶ
宇
宙
へ
の
一
歩
を
進
む
べ
き
だ
、
さ
ぁ
我
臣
民
よ
、
宇
宙
へ

の
道
は
開
け
た
、
こ
れ
か
ら
は
こ
の
日
本
を
『
大
地
球
日
本
連
邦
』
へ
と
変
名

す
る
。
」

こ
の
天
皇
陛
下
の
お
言
葉
に
よ
り
日
本
は
大
地
球
日
本
連
邦
に
な
っ
た
。

宇
宙
へ
の
第
一
歩
は
常
に
踏
ん
で
い
る
が
我
ら
は
宇
宙
開
発
を
進
め
て
い
く
。

３
月
┃
┃
┃
┃

我
国
は
、
宇
宙
軍
を
地
球
軍
へ
と
変
名
今
後
は
陸
海
空
は
軍
で
は
な
く
地
球
防

衛
軍
へ
と
改
名
し
た
。

宇
宙
戦
闘
機
原
理

技
術
力
に
よ
り
作
り
上
げ
た
小
型
ス
ペ
ー
ス
機
（
３
億
１
２
０
０
万
馬
力
）
内

部
に
は
圧
力
を
か
け
な
い
よ
う
な
仕
様
で
あ
る

地
球
軍
兵
装

宇
宙
戦
闘
機
　
Ｓ
－
１
２
『
桃
花
』
２
９
０
０
０
機

　
　
　
　
　
　
Ｓ
－
１
４
『
磐
梯
』
１
０
０
０
０
機

　
　
　
　
　
　
Ｓ
－
２
９
『
大
河
』
１
２
０
９
０
機

　
　
　
　
　
　
Ｓ
－
３
２
『
南
里
』
２
０
０
０
０
機

宇
宙
空
母
　
信
濃
級
『
信
濃
』
『
尾
張
』
『
水
戸
』
　
３
０
０
機

　
　
　
　
　
赤
城
級
『
赤
城
』
『
加
賀
』
『
天
城
』
『
天
龍
』
　
１
９
０
機
　
　

　
　
　
　
　
朝
雲
級
『
朝
雲
』
『
朝
露
』
『
朝
霧
』
　
１
２
０
機

　
　
　
　
　
雲
竜
級
『
雲
龍
』
『
蒼
龍
』
『
飛
龍
』
　
１
１
０
機
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青
龍
球
『
青
龍
』
『
赤
竜
』
『
黄
龍
』
　
１
０
０
機

宇
宙
戦
艦
　
大
和
級
『
大
和
』
『
武
蔵
』
『
甲
斐
』
　
主
砲
：
１
０
０
ｃ
ｍ
超

電
磁
砲
　
２
２
門
　
副
兵
装
：
１
２
０
ｍ
ｍ
レ
ー
ザ
ー
砲
６
０
０
門

　
　
　
　
　
長
門
級
『
長
門
』
『
武
蔵
』
『
駿
河
』
　
主
砲
：
９
０
ｃ
ｍ
超
電

磁
砲
　
２
０
門
　
副
兵
装
：
１
２
０
ｍ
ｍ
レ
ー
ザ
ー
砲
５
４
０
門

　
　
　
　
　
河
内
級
『
河
内
』
『
羽
前
』
『
羽
後
』
『
伊
豆
』
『
日
向
』
　
主

砲
：
８
６
ｃ
ｍ
超
電
磁
砲
　
２
０
門
　
副
兵
装
：
１
２
０
ｍ
ｍ
レ
ー
ザ
ー
砲
４

５
０
門

宇
宙
戦
闘
兵
器

　
　
　
　
　
２
９
０
ｍ
ｍ
レ
ー
ザ
ー
砲
戦
車
３
０
０
０
０
０
０
両

　
　
　
　
　
３
０
ｍ
ｍ
重
レ
ー
ザ
ー
銃

　
　
　
　
　
１
０
ｍ
ｍ
小
レ
ー
ザ
ー
銃

　
　
　
　
　
防
圧
ス
プ
レ
ー
［
ス
プ
レ
ー
に
よ
っ
て
圧
力
な
ど
を
な
く
す
（
１

１
２
０
時
間
）
］

　
　
　
　
　
宙
機
動
車
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
両

　
　
　
　
　
兵
力
　
８
千
万
人
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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